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新年度が始まりました。しかし学校は、昨年度末に続く二度目の感染症拡大防止のための臨時休業措置で静まり返っています。また、1学期の学校外での学習（連合運動会、宿泊学習、社会見学等）は延期または中止といたしました。代替案等についての見通しも今のところ立ちません。
子供たちの声があちらこちらから聞こえていた学校の日常が今はなく、寂しい限りです。学校に子供がいるということは、本当に嬉しく幸せなことなのだと改めて感じています。早く事態が収束し、子供たちの明るい声が響く学校に戻ることを願っています。現在、教職員は、学校再開後、子供たちが円滑にこれまでの生活を取り戻せるよう、自宅学習用教材の作成と配付、学校再開後の指導計画の検討と作成を行うなど、準備を進めています。保護者、地域の皆様におかれましても、これまで同様、感染の拡大防止に努め、子供たちとご自身の心身の健康をお守りいただきますようお願いいたします。
このような状況の中ではありますが、今年度も引き続き、本校の教育に対して、ご理解とご協力、ご指導を賜りますようお願いいたします。

子供たちを見つめ育てる　　若手から学ぶ
４月６日、学校は子供たちの元気な声であふれていました。新２～６年生の学級では、子供たちと今年度の担任とが学級開きの時間を楽しんでいます。黒板には、各担任から子供たちに向けたメッセージが書かれています。それを読む子供たちの様子から、進級の喜びと新しい一年への期待が伝わってきました。
右のロゴは新６年生の黒板に描いてあったものです。手の色の違いは８人の個性を表しているのだと思われます。「８人の子供たちがそれぞれの持ち味を生かして、最上級生としての1年間を大切に過ごしてほしい。そして、お互いの心をしっかりと結んでほしい」という担任の願いを感じます。このロゴを見た私はあることに気付き、担任に「先生、手が一本足りないかな。貴女の手を入れた９人の手で絆を育てるのではないの？」と得意げに伝えました。すると担任は「いいえ、８本でいいんです。私が入って絆を創るんじゃなくて、子供たちが自分たちで絆を創っていかないとダメなんです」と話してくれました。
私は、昨年度から「子供が自分で考え、判断し、行動していくことが大事です」「大人にお膳立てしてもらって何かを成すのではなく、自分の力で成そうとした経験が子供の力を育てます」等、機会を見付けて偉そうに伝えてきました。そんな自分が「担任も子供の中に入って絆創りに手を貸してやりなさい」と話していたと気付き、とても恥ずかしくなりました。子離れできていないのは私自身の方だったと深く反省しています。子供たちの力を信じて見守り、一人一人を見つめ、育てていくことの大切さを若者に改めて気付かせてもらえた嬉しい出来事でした。　　　　　　　　尾﨑　斉
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